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序

本書は畑地帯総合整備事業岩手地区農道5号の整備に伴って行われた東田遺跡発

掘調査の報告書です。調査地は大正年間以降に廃寺になったと思われる円福寺境内の

一角であり、岩手信景の館跡と伝わる金光寺に隣接しています。調査は幅2m、長さ

50mの範囲で行われました。

調査では館跡や円福寺に関するような遺構。遺物は発見されませんでしたが、堆積

している多量の礫や出土した遺物は、遺跡周辺の近世以前の様子を推測する手掛かり

となりそうです。

最後になりますが、調査を担当していただいた昭和測量株式会社の皆様をはじめ関

係各位に心から感謝申し上げ、序といたします。

平成26年6月

山梨市教育委員会

教育長　丸山森人



例　言

1．本報告書は、山梨県山梨市東647－2ほかに所在する東田遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2．発掘調査は山梨県峡東農務事務所による畑地帯総合整備事業岩手地区農道5号整備に先立って実施

されたもので、峡東農務事務所と山梨市教育委員会および昭和測量株式会社の間で三者協定を締結

し、山梨市教育委員会の指導・監督・助言のもと昭和測量株式会社が発掘調査および整理作業を行った。

3．発掘調査は平成26年3月19日～4月15日にかけて実施し、整理・報告書刊行業務は平成26年4

月16日～6月30日まで実施した。

4．発掘調査および本報告書の執筆と編集は小谷亮二（昭和漸量株式会社）が担当したが、第1章　調

査に至る経緯は雨宮弘聡（山梨市教育委員会）が担当した。遺物の実測は、石製品を高野高潔（昭

和漸量株式会社）が行い、それ以外は、斎藤里美、小澤美幸が行った。遺物写真は小谷が撮影を行った。

5．本報告書で便用地図は、国土地理院発行の「御岳昇仙峡」（1：25000）、国土地理院の基盤地図情報

を使用した。

6．遺跡におけるX、Y座標は世界測地系座標を使用している。

7．発掘調査および遺物の整理においては次の方々に御指導と御協力を賜った。感謝の意を表したい。

（順不動、敬称略）

坂本美夫　佐野隆　宮里学　久保田健太郎

8．本調査における図面・写真・遺物はすべて山梨市教育委員会で保管している。

凡　例

1．遺構・遺物の挿図縮尺は、各挿図中に記載した。

2．写真図版の縮尺は任意である。

3．水糸レベルの数字は海抜高を示し、単位はメートル（m）である。

4．土層断面、遺物観察表中の色調は『新版標準土色帖1990版』（農林水産省農林水産技術会議事務

局監修）に基づいた。
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第1章調査に至る経緯

山梨県峡東農務事務所では平成23年度から28年度にかけて岩手地区で畑地帯総合整備事業を行う

計画であり、今回調査対象となった農道5号の整備工事もその一環として行われた。

農道5号周辺は、山梨県埋蔵文化財センターが行った平成23年度以降の土木工事事業についての照

会において、東田遺跡に該当しており試掘が必要との判断がされていた。このため平成25年8月12日

に埋蔵文化財発掘の通知が峡東農務事務所より山梨市教育委員会に提出され、11月20日から12月4

日にかけ山梨市教育要員会による試掘調査が行われた。試掘調査の結果、遺構は確認されなかったが、

調査地周辺に方形に近い地割が見られ、周辺に館に関する遺構が存在する可能性があったことと、近世

以前の陶磁器片が出土していることから、今回の発掘対象地である100出について遺跡の保護について

峡東農務事務所と山梨市教育委員会で協議を行った結果、記録保存調査を行うこととなった。

業務の都合により山梨市教育要員会による調査が困難であったため、峡東農務事務所は昭和測量株式

会社に調査を委託、平成26年2月18日に山梨市教育委員会を含めた三者協定を結び山梨市教育委員

会が調査の監理をすることとし、同日文化財保護法92条の届出が昭和測量株式会社から山梨市教育要

員会に提出され、3月19日から調査に着手する運びとなった。

第2章　遺跡の立地と歴史的環境

1．遺跡の立地

山梨県山梨市は甲府盆地東部に位置する。秩父山地から流下する箇吹川と大菩薩山地から流下する重

川によって形成された扇状地とその他の河川の扇状地によって形成されている。市の南西から北西には

甲府北部山地の主脈の一部帯那山とその主脈から派生する稜線が走り行政境を形成している。

今回調査を行った東田遺跡は、標高393．0m（調査前の現況面）に位置し、地質は低位段丘堆積物

で構成されている。この低位段丘堆積物は、笛吹川右岸では、市川、南、万力二、三区、正徳寺付近に

広がっている。対して左岸は、箇吹川に沿って中位段丘堆積物が広がり、低位段丘堆積物は重用の流域

と塩ノ山の南側で中位段丘堆積物に挟まれるように広がっている。東田遺跡の西側には広瀬花崗閃緑岩

（カミングトン閃石含有緑色角閃石黒雲母トーナル岩一花南閃緑岩）を岩相とする地質区分、東田遺跡

の北側は中位段丘堆積物（礫・砂・ローム及び軽石）さらに高位段丘堆積物（礫・砂・ローム及び軽石）

が続いている。今回の調査では礫層が調査区全面を覆っており、検出された礫の性格や出土した遺物が、

周辺の地形や地質構造と周辺に分布する遺跡の性格と密接に関連していると考えたため、地質構造と遺

跡分布図を合成した遺跡分布図と周辺の遺跡分布図の2種類の図面を示した。

2．歴史的環境

調査区の位置する岩手地区は武田信昌の子種美が入部して姓とした場所で、そのあとを継いだ能登守

信盛は永禄5年（1562）に信盛院を創建して菩提寺とした。調査区に隣接する曹洞宗金光寺は甲斐国

社記寺記によると信盛の子の借景の開基であり、この一帯は天正10年（1582）の武田氏滅亡までの間

岩手氏の強い支配下にあったと推測される。

東田遺跡の位置する苗吹川右岸上は、縄文・平安・中世の遺跡が多く分布している。

今回の調査区では礫に混じって縄文土器が出土している。山梨市では53箇所の縄文時代の遺跡が確

－1－
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認されており東田遺跡周辺でも、調査区から西50mの地点に21村西遺跡がある。中期中頃の井戸尻

式土器や中期末の営利式土器が出土しており、その南西には散布地として22丸山遺跡が位置している。

調査区の北西に位置する38添田遺跡は中期末の営利式終末期の土器や戦前に磨石が古屋善博氏により

採集されている。

市川に所在する13植田遺跡は、平成8年（1996）に調査が行われた。集石土坑2基と曽利式Ⅰ～Ⅱ

段階の古手の要素を持つ土器が出土している。同じく市川の188泉林追跡は縄文時代中期中頃の藤内

式から井戸尻式の土器が出土している。従来中期後半が主流であり、扇状地平坦面に位置していたのに

対して、中期中葉の土器が出土した事、山地緩斜面上に位置している事が特筆される。

箇吹川左岸の下石森に所在する121屋敷添遺跡は、平成10年の分布調査では縄文時代中期中葉の

藤内式土器と中期末の曽利式終末期の土器、土製円盤が、平成13年の試掘調査では後期の称名寺Ⅰ式

の土器片が出土している。遺構としては、昭和47年調査の調査カードには敷石住居跡が発見されたと

いう記述がある。縄文時代後期初頭の土器としては市域では唯一の資料であり、藤内式土器も市域では

希少である。縄文時代の中でも複数の時期にまたがる遺跡と言える。

平安時代の遺跡としては、181荒神山窯跡が調査区南方に位置する荒神山の東端傾斜面で確認された。

地質区分は広瀬花崗閃緑岩上に位置する。県内では少ない平安時代の土師器生産遺跡のひとつである。

構造窯の遺構は、甲斐型土器の生産方法とは異なる構造を示している。また、この窯で焼かれる柱状高

台杯の出現も土器編年上の画期と考えられる。40江曽原遺跡は箇吹川の支流の見川と弟川に挟まれた

扇状地の中央部に位置する。遺跡周辺は条理型地割の残る畑地帯である。昭和62年発刊の報告書では、

調査区域を南北に分断するような東西方向の大溝が検出された。その溝の北側では溝と井戸、南側では

竪穴住居跡、掘立柱建物跡、溝が検出されている。遺物は、「王」の墨書土器が出土している。187足

原田遺跡は箇吹川によって形成された扇状地の西緑に位置する。本調査の結果、平安時代末の住居跡6

軒と古墳時代前期の土器捨て場が確認された。平安時代の住居跡から出土した土器は11世紀後半から

12世紀を主体にしており荒神山窯跡との関連も注目される。75日下部遺跡は笛吹川左岸の沖積地に位

置する。5回調査が行われ住居跡、倉庫跡、溝跡が検出された。遺物は、9世紀後半から10世紀代を

主体し、土師器、須恵器、灰粕陶器、金属製品、石製品が出土している。118杉ノ木追跡は箇吹川左岸

の扇状地の南辺部分に位置する。住居跡、溝、土坑、石列が検出された。墨書土器も出土しており9世

紀後半から10世紀前半に位置付けられる。

中・近世の遺跡としては、調査区の北西、岩手橋の西側に173上野氏屋敷が位置する。複郭構造を

もち180m四方程度の屋敷規模が推定される。建築時期は17世紀前期に遡ると推定される。屋敷の四

方を取り巻いている石墨は落とし積の技法から近世後半の構築と判断される。
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≡

t3億位段丘堆積物

t2中位段丘堆積物

tl高位段丘堆積物

a沖積層

GH広瀬花崗閃緑岩

産業技術総合研究所地質調査総合センター「地質図Navi」と山梨市遺跡地図を合成

Hb馬場溶結凝灰岩

Ho大平溶結凝灰岩

Mm窪平混流堆積物

My山口軽石凝灰岩

S四万十累層群

Mk片山溶岩

Hk角閃石輝石安山岩

Mt紫蘇輝石普通輝石安山岩
スコリア凝灰岩（一部溶結）

Hgカミングトン閃石紫蘇輝石

普通輝石含有角閃石黒雲母
花崗閃緑岩

産業技術総合研究所地質調査総合センター（編）（2012）20万分の1日本シームレス地質図データベース（2012年7月3日版）．

産業技術総合研究所研究情報公開データベースDBO84′産業技術総合研究所地質調査総合センター．

第2国　地質図と遺跡分布図
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第3図　周辺の遺跡分布図
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表1　地質区分と周辺の遺跡地名表（1）

地質区分 ���遺跡NO． �遺跡名 �種別 �時代 

t3 �低位段丘堆積物 �礫及び砂 �1 �東田遺跡 �社寺跡 �中世・近世 

2 �和田遺跡 �散布地 �縄文・平安 

3 �渡田窪遺跡 �散布地 �中世 

5 �形山遺跡 �散布地 �縄文・中世 

10 �大工南遺跡 �散布地 �縄文 

12 �市川西遺跡 �散布地 �縄文 

13 �植田遺跡 �散布地 �縄文． 

14 �於北南遺跡 �散布地 �平安 

15 �神明前遺跡 �散布地 �平安 

16 �犬壕遺跡 �散布地 �平安 

17 �市川東遺跡 �散布地 �縄文 

19 �堤下遺跡 �散布地 �平安 

21 �村西遺跡 �散布地 �縄文 

22 �丸山遺跡 �散布地 �縄文 

23 �大久保遺跡 �散布地 �縄文・平安 

24 �切通商遺跡 �散布地 �縄文・平安 

26 �桶話裏遺跡 �散布地 �平安・中世 

28 �久保西遺跡・ �散布地 �平安 

30 �於北北遺跡 �溜池跡 �中世・近世 

38 �添田遺跡 �散布地 �縄文 

39 �久保田遺跡 �散布地 �縄文 

42 �見川河床遺跡 �その他 �日石器 

43 �間之田東遺跡 �散布地 �平安 

44 �天神前遺跡 �散布地 �縄文・平安・中世 

45 �間之田西遺跡 �散布地 �古墳・平安 

46 �原ノ前遺跡 �散布地 �奈良 

47 �長田遺跡 �散布地 �縄文 

48 �鷹田遺跡 �散布地 �中世・平安 

50 �延命寺遺跡 �集落跡 �弥生・古墳・平安 

53 �欠乏下遺跡 �散布地 �中世 

54 �花桜遺跡 �散布地 �平安・中世 

55 �落合市道遺跡 �散布地 �平安 

56 �正徳寺前田遺跡 �散布地 �平安 

57 �林際遺跡 �散布地 �平安 

58 �屋敷遺跡 �散布地 �平安・中世 

59 �堀之内遺跡 �散布地 �平安 

61 �半座池遺跡 �散布地 �古墳・平安・近世 

62 �田屋之前遺跡 �散布地 �平安 

63 �三枚地遺跡 �散布地 �平安・中世 

65 �三宮寺遺跡 �散布地 �平安・中世 

66 �九ツ壕遺跡 �散布地 �平安・中世 

69 �平塚遺跡 �散布地 �平安 

70 �塚越遺跡 �散布地 �古墳・中世 

72 �日下部病院前遺跡 �散布地 �古墳 

98 �前田遺跡 �散布地 �平安 

99 �宮ノ上遺跡 �散布地 �平安 

113 �宗高北遺跡 �散布地 �平安 

118 �杉ノ木遺跡 �集落跡 �古墳・平安 

121 �屋敷添遺跡 �散布地 �縄文・平安・中世 

123 �宮ノ前遺跡 �散布地 �平安 
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表2　地質区分と周辺の遺跡地名表（2）

地質区分 ���遺跡NO． �遺跡名 �種別 �時代 

t3 �低位段丘堆積物 �礫及び砂 �124 �上黒木遺跡 �散布地 �奈良・平安・中世 

125 �金山林遺跡 �散布地 �古墳・平安 

126 �堀ノ内遺跡 �散布地 �縄文・弥生・平安 

150 �長源寺前古墳 �古墳 �古墳 

155 �平塚古墳 �古墳 �古墳 

156 �稲荷塚古墳 �古墳 �古墳 

172 �落合館跡 �城館跡 �中世 

174 �城伊庵屋敷跡 �城館跡 �中世 

186 �清水陣屋跡 �陣屋跡 �近世 

187 �足原田遺跡 �集落跡 �古墳・平安 

188 �泉林遺跡 �散布地 �縄文 

t2 �中位段丘堆積物 �礫・砂・ロー ム及び軽石 �6 �小揚遺跡 �散布地 �平安 

7 �大工北遺跡 �散布地 �古墳・平安 

9 �芦原遺跡 �散布地 �平安 

11 �市川北遺跡 �散布地 �縄文 

20 �藤の木道下遺跡 �散布地 �縄文・平安 

40 �江曽原遺跡 �集落跡 �縄文・古墳・平安 

41 �上コブケ遺跡 �集落跡 �縄文・古墳・平安 

68 �寺の下遺跡 �散布地 �縄文 

73 �八王子遺跡 �散布地 �縄文 

75 �日下部遺跡 �集落跡 �縄文・古墳・奈良・平安 

76 �西久保遺跡 �散布地 �縄文・平安 

77 �下ノ原遺跡 �散布地 �縄文 

78 �大堀遺跡 �散布地 �奈良・平安 

79 �宮ノ前（七日子）遺跡 �集落跡 �縄文・古墳・奈良・平安 

80 �西ノ窪遺跡 �散布地 �縄文・平安 

81 �天神原南遺跡 �散布地 �縄文・平安 

82 �権現窪経塚 �経塚 �中世・近世 

83 �十王堂遺跡 �散布地 �奈良・平安 

84 �中沢遺跡 �散布地 �古墳・平安 

85 �神明遺跡 �散布地 �奈良・平安 

87 �天神原北遺跡 �散布地 �縄文・平安 

88 �相畑北遺跡 �散布地 �古墳 

89 �相畑南遺跡 �散布地 �中世． 

90 �唐土遺跡 �散布地 �古墳・中世 

91 �飛沢遺跡 �散布地 �中世・近世 

92 �狐壕遺跡 �散布地 �平安 

93 �御屋敷南遺跡 �散布地 �縄文・平安 

94 �御屋敷北遺跡 �散布地 �平安 

95 �阿弥陀堂遺跡 �散布地 �縄文・古墳・奈良・平安 

96 �天神原遺跡 �散布地 �平安 

97 �宮ノ西遺跡 �散布地 �古墳・中世 

100 �上手原遺跡 �散布地 �縄文 

101 �浅間遺跡 �散布地 �平安・中世 

102 �吉原遺跡 �散布地 �平安 

103 �大橋遺跡 �散布地 �平安・中世 

104 �樋口遺跡 �散布地 �古墳・平安・中世 

105 �河野氏屋敷 �城館跡 �中世・近世 

106 �新町東遺跡 �散布地 �縄文 

107 �三ヶ所遺跡 �散布地 �縄文・平安・中世 

108 �鍛冶屋久弥遺跡 �散布地 �古墳 
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表3　地質区分と周辺の遺跡地名表（3）

地質区分 ���遺跡NO． �遺跡名 �種別 �時代 

t2 �中位段丘 堆積物 �礫・砂・ローム 及び軽石 �109 �東後屋敷遺跡 �集落跡 �縄文・奈良・平安・中世 

127 �原遺跡 �散布地 �古墳 

128 �榎木遺跡 �散布地 �古墳 

129 �上之割八王子遺跡 �散布地 �平安 

130 �三ヶ所梨木遺跡 �散布地 �平安 

131 �梨木遺跡 �散布地 �平安 

151 �観音塚古墳 �古墳 �古墳 

152 �山寺古墳 �古墳 �古墳 

159 �ふじ塚古墳 �古墳 �古墳 

171 �武田金吾屋敷跡 �城館跡 �中世 

175 �連方屋敷 �城館跡 �中世 

176 �安田義定館跡 �城館跡 �中世 

177 �安田義定館跡 �城館跡 �中世 

tl �高位段丘 堆積物 �礫・砂・ローム 及び軽石 �4 �助平遺跡 �散布地 �縄文 36 �萱刈遺跡 �散布地 �縄文 

37 �堂屋敷遺跡 �散布地 �縄文・平安 

a �沖積層 �礫・砂及び泥； 一部崩堆積物 を含む �27 �中島遺跡 �散布地 �縄文・平安 

29 �下河原遺跡 �堤防遺跡 �中世・近世 

51 �千原田遺跡 �集落跡 �古墳・平安 

60 �小金田遺跡 �散布地 �縄文 

64 �小武家遺跡 �散布地 �弥生・古墳・平安・中世 

86 �下弥勤遺跡 �散布地 �縄文・平安 

184 �雁行堤 �堤防遺跡 �近世 

GH �広瀬花崗 閃緑岩 �カミングトン閃石 含有緑色角閃石 黒雲母トーナル 岩一花崗閃緑岩 �18 �切通西遺跡 �散布地 �平安 

25 �切通東遺跡 �散布地 �平安 

31 �西片山遺跡 �散布地 �中世・近世 

32 �切通北遺跡 �横穴遺構 �中世・近世 

35 �中下西遺跡 �散布地 �平安 

166 �丸山の煙火台跡 �城館跡 �中世 

181 �荒神山窯跡 �窯跡 �平安 

Hb �馬場溶結 凝灰岩 �黒雲母角閃石流 　紋岩 �8 �堂平遺跡 �散布地 �平安 

Ho �大平音容結 凝灰岩 �角閃石普通輝石 デイサイト（一部 黒雲母を含む） �149 �永昌院西山遺跡 �散布地 �平安 

Mm �窪平泥流 堆積物 �火山岩塊・火山 礫・火山灰・礫・ 砂及び据 �49 �金桜遺跡 �散布地 �縄文・平安 
153 �天神塚古墳 �古墳 �古墳 

154 �牧洞寺古墳 �古墳 �古墳 

162 �富士塚 �壕 �近世 

My �山口軽石 凝灰岩 �角閃石含有普通 輝石紫蘇輝石安 山岩軽石凝灰岩 及び凝灰角礫岩 �164 �仏沢城跡 �城館跡 �中世 

Mnl吃t3 � � �160 �岩下古墳群 �古墳群 �古墳 

t2，a � � �74 �立石遺跡 �集落跡 �縄文・奈良・平安　▲■ 

t2，t3 � � �161 �山根古墳群 �古墳群 �古墳 

t3，a � � �182 �窪八幡神社 �神社 �中世 
183 �窪八幡神社社家坊中群 �社寺跡 �縄文・中世・近世 
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第3章　調査の方法

重機による表土掘削後、人力による遺物包含層掘削および礫の検出作業を行った。礫層に関しては、

人力では移動できない礫が多く検出されたため、下層の調査は、人力による礫の移動が可能で尚且つ下

層の地山まで掘削出来ると思われる位置にサブトレンチを設定し、可能な限り地山（砂層）まで掘削を行っ

た。

礫層の平面の図化に関しては、ポール撮影を行い、その他、土層断面、出土状況図等に関しても必要

に応じて写真測量を行った。写真補正はCUBIC社製遺構実測支援ソフト電子平板「遺構くん」によって

行った。補正した写真はadobe社製「illustratorCS6」によりトレースを行った。

出土した遺物は、表土、遺物包含層毎に一括で取り上げた。礫層はSXとし、さらにグリッドに替える

ものとして任意の位置でSX北、SX申、SX南とし一括で取り上げた。残存状況の良い遺物や金属製品、

石製晶は上記トータルステーションにより計測し取り上げを行った。

使用システム

トータルステーション　TOPCONSOKIACX－105

電子平板　　　　　　　PanasonicTOGHBOOKCF－19

遺構実測支援ソフト　「遺構くん」電子平板対応

第4章　調査の成果

1．基本層序

本遺跡は笛吹川右岸上に位置し、低位段丘堆積物（礫・砂）に区分されている。上層に関しては、調

査区東側を南西一北東方向に走る石垣構築時の客土や調査区西側に広がる畑の耕作時に天地返しを受

けていると思われる。土層断面の確認は、人力で移動不可能な礫を含め全体が覆われていたため、任意

にサブトレンチを設定し、人力で移動可能な磯に関しては除去し地山までの掘削を行った。礫に関しては、

礫間に混入している遺物を見ると、自然現象による低位段丘堆積物（礫）の移動と捉えて良いと思われ

るが、その後の人力による移動も受けていると考えられる。

ここではサブトレンチをピックアップしてその土層断面図を示す。

基本層序は以下の通りである。

1．10YR4／3にぷい黄褐　締まり非常に強く、粘性弱い。白色粒5％、小礫径5mm～5cm7％。

2．10YR4／3にぷい黄褐　締まり強く、粘性やや弱い。白色粒2％、小礫径5mm～5cm3％。

3．10YR3／4時褐　締まり強く、粘性やや弱い。礫含む。。

3－2．10YR3／4時褐　締まり強く、粘性やや弱い。3層より礫多く含む。

4．10YR2／3黒褐　締まり・粘性共にやや強い。雲母3％。礫含む。

4－2．10YR2／3黒褐　締まり・粘性共にやや強い。雲母3％。4層より礫多く含む。

5．10YR4／3にぷい黄褐　砂礫層。中粒砂。金雲母3％。磯3cm～20cm。地山層。
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2．検出状況

遺物包含層を除去後、調査区ほぼ全面で礫が検出された。礫の性格としては、基本的に石垣側は石

垣の裏込めの礫と思われる。調査区最北側では径の小さい礫が検出されるが南に行くにしたがって礫の

径は大きくなる。裏門があったと想定される地点の礫下層および地山から石臼、すり鉢、石製加工品、

砥石といった石製品が集中して出土している。さらに調査区南に径の大きい礫は続くが、次第に礫は少

なくなり最南部では北側と同様礫の径は小さくなる。竪穴状遺構、礎石のような右列は確認されなかった。

第5章　出土した遺物

出土した遺物は、縄文土器片、平安期の土師器片、近世の陶磁器、陶質土器、銭、金属製品、石製

品が出土している。縄文土器片、平安期の土師器片は出土状況から流れ込みと思われるが、石製品に関

しては出土地点が集中しており、意図的に置いたと言うよりは廃棄したのではないかと思われる。

今回、明確な遺構は検出されなかったため、取り上げに関しては、比較的残存状況の良い土器片、金属、

石製品はトータルステーションシステムで位置を計測し、その他の遺物は表土・遺物包含層一括や検出

された礫をSXとし、グリッドに替わるものとして任意にSX北、SX申、SX南として位置関係を把握した。

次に出土遺物を示す。掲載順は、位置を計測した土器、礫層を北、中、南と区切って一括で取り上げ

た土器、遺物包含層・表土出土遺物、その後に金属製品、石製品の順で示した。

P51は縄文土器の口緑部から胴部の破片である。口緑部は横位の二本の平行沈線、胴部は斜位の沈

線が施され、沈線で区画された三角形の中は縄文を施している。後期の堀之内Ⅰ式に属すると思われる。

P20は嚢の底部から胴部下位の破片である。底部から外反した後やや内湾している。平底の底部に

は木葉痕。底部縁辺部はナデ調整され、その上部には縦位のハケメが施されている。内面はへラケズリ

されている。平安時代と思われる。

P38は土師器の坪の口綾部の破片で、口唇部は僅かに凹状の受口になっており、外に開いている。外・

内面共にナデ調整が施されている。

P45は窯のロ綾部から胴部上位の破片である。口唇部の外側を欠いている。短い口緑部は肥厚して

おり、胴部は内側に直線的に伸びていると思われる。外面は磨滅している。口緑部の内面は横位のナデ

調整が施されている。平安時代と思われる。

P72は口緑部から胴部、P56・8は口緑部から底部、P66は耳部の内耳土器である。焙熔形で口綾部、

胴部ともに湾曲しているこP56・8は外面全体にススが付着している。焙烙形を呈しており、いずれも近

世と思われる。

P27は陶質土器の嚢の胴部の破片である。外面の肩部から上には自然粕が掛かる。外面は肩部から上

が横位のケズリ調整、下は斜位のケズリ調整が施される。内面はケズリ調整が施される。

P54は陶器の碗の底部から胴部上の破片である。ロクロ整形で高台。高台脇は無粕である。高台は削

出し高台で兜巾が残る。内面の素地は鉄粕で白い粉引状の粕薬が見られる。

P52、P55、P62、P77は陶器の底部から胴部の破片である。いずれもロタロ整形で高台は削出し高台、

高台・高台脇は無軸である。

Sll、021、022は縄文土器の小片である。Sllは縄文、021は雨垂れ文で縄文中期の曽利Ⅱもしく

はⅢ式と思われる。022は縄文が施されている。縄文時代中期中葉に属すると思われる。

013は土師器の杯の口綾部から胴部の破片である。薄手である。器高は低い。口緑部はやや肥厚しな

がら直線的に外に開く。底部は平底で僅かだがハケメと思われる調整が認められる。底部外周はへラナ
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デされている。内面は横位のナデ調整が施されている。

S14は陶質土器の窯の胴部である。外面は自然軸で外面の肩部より上はハケメ調整が旅されている。

内面はケズリ調整。指頭痕が残る。

06は焙烙の底部から胴部下の破片である。外面にはススが付着している。近世と思われる。

07は喪の口緑部から胴部上の破片である。口緑部は肥厚した厚ロロ緑を呈して胴部は下に直線的に

伸びていると思われる。外面は、口唇部の上端面にハケメ、口緑部はヨコナデ、胴部は縦位のハケメ、

内面は横位のハケメが施されている。平安時代と思われる。

029は嚢の口緑部から胴部上部の破片である。短めの口緑部は外に開き先端部を肥厚させている。僅

かに胴部が残るが真下に伸びていると思われる。外面は磨滅しているが僅かに横位のハケメ、内面の口

緑部はナデ調整、胴部は斜位のハケメ調整が施されている。平安時代と思われる。

023は土師器の底部の破片である。薄手である。底部外周から中心に向かってやや窪でいる。回転糸

切り痕が見られる。僅かに残る胴部は直線的に外に開く。

04、018は陶器の底部から胴部下の破片で、いずれもロクロ整形で高台削出し高台、高台・高台脇

は無粕である。

S13は燈明皿で回転ロクロ調整が施される。

P8、SlOは青銅製晶である。P8は両面にSlOは片面に装飾が旛されている。

P53、P12、P13は煙管である。P53は火皿から雁首と羅字で、羅字は竹製である。P12、P13は雁首

である。

P70、020は「寛永通宝」で020は「通」字の部分の破片である。

P59は石造物である。石材は安山岩である。周囲は面取り加工されているものの、表面の掘削痕は粗

く残る。割口は石英等の不純物の部分で割れている痕跡が認められる。一つの可能性として、その形状

から石仏の光背部分の未完成品と推測される。

P60、P50は砥石である。端部は欠損している。直方体の砥石の四面が使用されており石材は凝灰岩

である。P50は中央に凹面の研磨面。側面に凸面の研磨面が有る。全体に被熱による黒色化が認められる。

石材は安山岩である。

P73はすり鉢である。石材は安山岩である。

P75、P76は石臼である。P76は主溝である粉を破く「冒」が六分画と思われる事から粉礪臼の可能

性がある。

P50は上下および側面に加工痕が残る。断定は出来ないが、その形状から石臼の未加工晶の可能性が

考えられる。

第6章　まとめ

調査にあたって、調査区域には嘗て円福寺があり門も存在していたと言う事や、中世の岩手氏の館跡

の可能性がある事を想定し調査を開始した。

掘削した結果、調査区ほぼ全面で礫が検出された。調査区東側、南西一北東方向に走る石垣脇の小礫

や石垣側の上層の礫は石垣の裏込めの礫と思われるが、調査区全体を覆う礫下層の50cm大以上の礫

は地山（砂質土）に潜っている状況が確認され、遺跡周辺にみられる低位段丘堆積物を構成している礫

と考えて良いが、礫と礫が接していない、言わば浮いている大型の礫も検出されており、さらに横間から

は縄文土器片や平安期の土器片、近世の陶磁器、煙管、銭（寛永通宝）が出土している。出土状況から
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流入している状況も見てとれる。

今回の調査では竪穴状の遺構は検出されなかったため、遺跡の性格の解明は困難であるが、出土した

遺物をまとめてみると、

1．縄文土器の時期は、中期の曽利ⅠもしくはⅢから後期堀之内Ⅰ式期に該当すると思われる。

2．平安期の土器に関しては、いずれも小片で断定は出来ないが10世紀前半が想定される。

3．陶磁器片は、古唐津風の陶器の高台。高台脇が無粕で兜巾が残るものと高台が高いものは18世

紀以降、見込の五弁花文が潰れている状況の染付は19世紀代と想定される。

4．煙管は、火皿から雁首の形態から19世紀代と思われる。

5．石製品に関しては、石臼、すり鉢、砥石と加工痕の残る礫が2点出土している。加工痕の残る礫は、

その形状から石臼の未製品（遺物No．50）、石仏の光背（遺物No．59）と推測される礫は割れ口や

調整の粗さを見ると製作途中で失敗し廃棄されたとの可能性も考えられる。

今回の調査では、礫層の検出から始まり石製品および加工途中の石製品の出土と、結果的に「石」が
一つのキーワードとなった。遺跡周辺には石造物が多く分布し、石垣を積んだ家屋も多く、「石」と密接

に関わるこの地区の一つの特徴が表れた結果となった。

当初想定していた円福寺や岩手氏に関わる遺構・遺物は検出されなかった。しかし、流入した遺物で

はあるが、縄文土器片、平安期の土師器、陶磁器片など幅広い遺物が出土した事から、東田遺跡を含む

岩手地区の様相を探る上で重要な調査であったと考える。

なお調査区にあった円福寺に関しては、『山梨市史』に以下の記録が記述されており引用する。

「廃寺　円福寺　山号　妙見山　本未　京都　西本願寺末

本尊　阿弥陀如来　廃寺時期　大正年間以降か」

今回断定は出来ないが、石仏の光背と思われる破片が出土している。円福寺には地蔵菩薩の縁起があ

る。この像は大石明神の本地仏である地蔵を、神のお告げを受けた弘法大師空海が自亥したもので、岩

上に刻んだ石仏のため、岩手地蔵と呼ばれ、岩手の地名の語源になったという地名起源説話にもなって

いる。天文二十二年には石造十王像を刻み、本尊（寺蔵）の脇に安置したという。慶応四年（1868）に

は二間四方の十王堂が境内にあって（寺記）、そこに安置されていたものと思われる。縁起に円福寺の関

与がまったく見えないことからすると、この像は境外の仏堂から遷された可能性もある。

このような記述や周辺に多く分布する石造物を見ると、出土した石造物は石仏ではないかと言った推

測も可能ではないかと考えられるし、岩手地区の特徴を物語っているのではないかとも思われる。

また、「若尾明細」円福寺の項には、

「円福寺　巌松山　東山梨郡岩手村字東田

宗派　真宗本願寺派　本山　本願寺　本尊　阿弥陀仏　檀徒　三百二十六人　建物　本堂七間×七間

庫裡　九間×六闇　土蔵　三間×二間三尺　楼門　二間×二間　裏門　一間三尺×一間

境内　三百二十五坪（約1072．5m2）官有地第四種

耕地　二反八畝二十四歩　地価百二十円七十二銭

山林　八反二十三歩　地価三百五十八円八十二銭」と紹介されている。

この中で、調査区にあった門に関しては、位置的には東門にあたり、裏門＝東門と言う説もあり、嘗て

調査区に在った門は、裏門　一間三尺×一間が該当するのではないかと推測される。

－13－



毒
炎

買

気
ハ1

奥

一14－



嘩
卜
国
華
朝
凶
樹
霜
　
囲
∞
妹





l Rも≡ 率 の �l川 

野山 感 N 十二二 溌 �扁晶．票 
√一一磯野『溺 　N 

町⊥ 
くつ N 

－ 

ノゝTr　　M 　　　uつ 

軒 
照h 些 ∧ ＼－ l卜 蕃 1 雷頸琵 �∴〕寺 ‘勺■l 　く⊂〉 牒 

樹 霜 三二 吏 訝芸 襲E 11 王≡‡≡ く：＞18 尋的 ⊂IHb のくり －17 �やつ　　1〆J‾・－＼L トー 

れ 

盛腐 　T，一TJ 
車．■・亡’ 議長l 

晦と 
墾無毒 ‾こ、等辞 丁人．1 

l… 
占長屋居 

絹銅㌻＋l闇 

（
由
佃
≠
∧
上
エ
ト
ト
．
背
↓
e
帯
）
八
十
巾
e
（
嘩
↓
）
嘩
鮮

囲
恒
墓
刃
黒
蜜
瑚
■
　
図
0
0
鯨

埋
撃
点
景
Ⅰ
℃
上
H



‾‾〒≡二二二二‥

＼　　コ　＋ノ′

＼、　」　亡二プ／

＼モ去震＼＼＼。よだ

‾1‾‾三二∴

第9図　遺物実測図（1）

－18－

＼＼t≡⊇三二＝多

P52

撃〈叫．卜・－1－…－㌧‖



嘩
［＝］こ苛。26　ここここも

二⊂⊃二

∵∵二

S4

＼＼嘩堅jプ

三二∴

∈謬一口。3
3＝＝＝毎

＼＼ヒ岳若　し仁義18＼l∠ク

028
S6

＼由匡ヲ詔6　巨主』。27＼包ま⊆＝諾㌔琵

箋－‥一二

‾こキ二

＼、管主妄：孟5

第10図　遺物実測図（2）

－19－

何
日
叫
0
2
1
　
顎
．
0
2
2

轡

　

勒
70

H
n
日
日
〓
］



P53　　　tp12　、、⊥二二二ここここう

匿≡≡塾－◎巴≡≡≡］

禦∈≡∃　∈≡≡≡〕－◎
P13

1：2
10αn

1：3

第11図　遺物実測図（3）

－20－

∴三

、ヽ．、・・－二、・・

∵
．
＼
∵
∴



＿‾二二　二

20cm

＼
第12図　遺物実測図（4）

－21－



（
蛤
）
　
図
罵
雅
蜜
柑
　
図
m
L
妹



第14囲　遺物実測図（6）

－23一



聯一 撃 �� � � � �上よ 旧 式 義軍 � � �痙 キU 唖 ヰ名 商的 班塾 � � � � � � � � � � � �モ： 嘉 �姦 �蜜 叔 �空 就 �空 潔 �憲 �感 継 西 嶺 �盛 錮 頭 ガ壬 � �空 就 

芸 �� � �篭 � �彗 � � � � � � � � � � � � � �彗 � � � �彗 � �トト■ � � � � 

蝕 巧 �激 増 ��激 増 ��蝕 咄 �汝 咄 �蝕 咄 �虫 嗜 �激 増 �激 増 �激 増 �敦 咄 �蝕 ‡喝 �蝕 ‡喝 �激 増 �激 増 �蝕 1回 ��態 噌 �蝕 ‡噌 �蝕 噌 ��漁 咄 �ヰれ 噌 �激 増 �激 増 �態： 1塑 �激 増 

一日 ≦巨 ��密 閉 胡 東 亜 ‡Ⅲ 感 �髄 �中 尉 4目 盛 皿 聴 感 �を 軍 費 せ】 琵… 屯 �申 闇 倒 東 せ】 喋 皿 �申 開 胡 東 せ】 ・山 東 �松 竃 東 胡 ‡Ⅲ 聴 感 �聾 せI tq 感 �嶺 蜜 �随 感 �海 蛍 �勘 麗 �擬 麗 �箋 �箋 �妾 �愚 妻 �愚 母 �魔 麗 �髄 �豊 �瀞 �揺 �髄 �吏 せ】 ・Ⅲ 感 �軸 �麗 �童！ せI 皿 感 �擬 麗 

串 せ】 �慣 �軍 馬 上土 �寧 J 埼 上土 �寧 J 堕 は �璧I め 、ヽ �寧 J 埴 土よ �寧 J l々 u �響 く0 、、 �現 1ヽ l ＝ヽ �皿 尾 N �・虹 塔 N �望 喧… N �皿 琶 �東 塔 �‡口 上茎 N � �蕾等 �空 車式 慧： �」［□ t≦ �皿 琶 �皿 琶 �屯 t≦ �・m 琶 �・m 塔 �・m 昼 �芸窯 �寧 J l卓 上よ �喋 ＼ �琶 �皿 t茎 

・監 �の ＼ uつ 芦 の 卜： �寸 、ヽ m 芦 の ト： �寸 、ヽ ト・ 賢 ln tJ �く⊂〉 芦 t∫〉 IJ �1r ＼ く【） 芦 1ハ ト： �一ql 、、 くi） 芦 lr〉 ト二 �くD ■ uつ 卜二 �セ ■、ヽ M ＞→ の ト �、・、 卜■ ＞→ l∫つ トー �＼ ト■ ＞・t l∫つ 卜二 �、、 m 賢 く⊃ �N E の �N 、ヽ の ＞→ l∫） へ5 �ヽ、 t、 ＞→ uつ tJ ��電適 詐 �くD ＼ の ＞一 m へj �N ＼ ト■ ＞→ の �、ヽ ト● 〉｛ の ト �ヽ・、 の ＞→ u ln �、、 の ＞→ U uつ �、、 の ＞→ U の �、、 の ＞→ U l∫つ �、、 の ＞→ U uつ �絹 �■ql ヽ、 uつ 戸 の ト二 �賀 。 �、、 寸 ＞→ lの �＼ 00 ＞→ U l∫） 

旧 �昼 雪空 ＼ �寧 ⊥＞ 埼 艮 �撃 J 埼 上土 �璧 く〇 、、 く【） �淫 喋 ＼ �淫 貪 王立 �璧 く0 、、 くD �畔… †＼ l ＝ヽ セ �変 額 N ＼ �浮 墟 寸 ヽ、 �空 拳 J ‰ �皿 t≦ N �1ヽ 1 ＝ヽ セ �究 瞥 寸 、、 �皿 琶 N �安 版 寸 �淫 革ま 等 �‡口 銭 N �‡Ⅲ 琶 、、 �・Ⅲ 曝 �皿 尾 �・Ⅲ 琶 �皿 曝 �皿 琶 �寧 J 埴 土よ �寸璧 あ撃 �喋 、、 賀 （⊃ �覇 琶 N �皿 堅 

式 �寸 苧 ⊂⊃ �寸 ヽ、 uつ 巨 uつ 卜： �寸 ヽ、 ト 臣 の ト二 �芦 ln tヾ �の 芦 ⊂〉 �寸 ■ヽ、 l∫つ 芦 uつ 卜二 �芦 m 卜二 �＼ M ＞→ uつ ト： �買 。 �の ＞→ 1．n N �M ＼ 芦 Ⅰ∫） �＼ トー 〉→ l∫） �t茎 N ＼ の ＞→ uつ �M 芦 lq 卜■ �■、 トー ＞→ 1√〉 �＼ m ＞→ の ぐj �くD ＼ くi） ＞→ lq N �＼ ト ＞→ ln �トー 〉一 m ト二 �＼ くX） ＞・1 し） lr〉 �＼ 〇〇 ＞→ U tの �、、 00 ＞1 0 1∫つ �＼ 〇〇 ＞→ 0 1の �＼ 芦 u uつ �■ql 、ヽ lr） 芦 lq トー �喜塙 ▼■■→lJ ��ヽ、 トー ＞→ の N �＼ の ＞→ u uつ 

超 宣巨 Q 諺】 霞 �l呂 ・監 � �＝ヽ †く ．ト �1ト ＋、 �＝ヽ †く ．ト �1ト ＋、 �1ト 十、 �1ト 十、 � �責 t璽 �叢 昼 �青 竜区 �痘 琶 �責 t≦ �泰 琶 �痘 琶 �雷雲 皿 雫葉桜 習変 桜艮 �蓋 �費 罫 瑠 �責 堪 � � � � � � � � �感 慣 璧轟 三尾 代 々、 � 

博 吉こ �まS Q 悪 口 �達 者 l 義 博 �’ぺ 摩、 ヽ l 詭 �1ト 十、 1 ト 等 �1ト ト �1ト キ、 �1ト ＋、 � �悪 口 �倭 溺≡ l 肇 ヰコ �長 盛 �倭 宣 �4ロ 穫 亜 買雫 �ロ へ ロ 悪 �痘 t≦ �咄 穫 顛 �鮎 垂雫 �J 王 墓 彗慧 �ロ ・ヒヽ D 貴 重 l � � � � � �憲 � � �一八 七、 ′ � 

’八 ～、 ′’ �毒 口 �1ト 十、 1 品 世塁 �����ベヽ ロ �穫 亜 種 ���表題 r t 患 嘩 ���至芸 ロ穫 �口車 心祁 ロ悼 安1□ 感穫 �心佃 ロ橙 東亜 冨樫 困 �額 4ロ 悼 ■＝＼ 亜†く 悼七、 ���������ヽ 

宅∃ 読 ��最 堅 �l∠一 転 霞 と 竜芸 廻 �1 買 �ト 宰 �箭 嘩 �闊 �各 に云： � �最 匡 �最 世塁 �－リ 匿 �」」 匡 �転 嘩 �ト 堅 さ 最 固 �各 正真： �ドー 堅 �トL 堅 �昔・ 堅 ～ 最 嘩 �甘 匡 �ト 堅 �ドー 堅 さ �昔・ 匡 �ト 匡； �蜃・ 写 �最 憩 � � �各 区 �甘 写 
‡ �？ �J ��？ 悪 口 �����～ ���7 品 嘩 �？ 添 世塁 �？ 添 嘩 ��J 範 固 �？ ��‡ �さ �さ 

史 ⊂Ⅰ �寄主 1当 �悪 口 ������ �璧 ［Ⅰ ��������量 増 �悪 口 �恵 】コ �蟄 】コ �転 位垂 �lコ 

塵 �穫 blb �∧ ト二 �八 円 �∧ 卜こ �∧ くY �ト： �∧ 勺： �∧ Cq �lq �∧ q �苓 �∧ く【） d �4 �4 �人 Cq �∧ ul �童 �∧ q �∧ 勺： �∧ Lq �人 （q �∧ lq �∧ （ヾ �∧ 卜： �∧ 彗 �ト： �ト： �q �∧ ト1 �司－ 

昭 彗琵 （闇 、＿＿す柏 �印 �の ∨ �N V �守 �∇ �寸 �の V �M V � �寸 V � �∨ �1r V �N V �∨ �寸 ∨ �N V �N V �N V �m V �∨ �寸 ∨ �寸 V �の V �∇ � � �⊂〉 �ul V � 

建 国 �l �呵 �l �l �N ∝5 �l �t �∝！ �t �苓 �l �l �くつ d �q � �呵 �q �q �す �q �l �l �l �弓■ �】 �喝 �q �l �l 

′て 冨∨ ロ 悪 ���■寸 ���N ���トー ��0〇 ���　　　） �寸 �m �● �寸 �寸 �●寸 �寸 ����寸 ��の �く0 

廼 ⊂【 �l �I �l �l �く‘） d m �l �l �忘 �l �l �l �墨 �l �l �I �l �I �I �l �】 �⊂〉 虚 �⊂） 虫 �⊂〉 或 �l �l �⊂） 裏 �03 寸 �l �弓 

嘗 ��寓 �ぷ �泣 �宙 �匝 ・匠 �価 名： �匝 ・匠 � �嘗 �目 �寓 �岸 �患 �嘗 �塔 �弓 �肇 �登 �磋 �褒 �堪 �濱 �嘗 �磋 �磁 � � �宙 � 

轟 ��憂 �藍 笥 �栗 箆 11 �栗 丘 11 �紅く栗 �㍍葦 �揖　葦 �屑 �語 �舐 �託 宣 �地 軸 �朱 藍 �栗 藍 �栗 筐 �粟 震 �柴 霞 �柴 露 �酷 寒 �致 �毅 �粟 �釆 �柴 �蔓 �l頑 �l司 �栗 霞 �砦 軍 庭」」 �蜜11 �直11 ��謹 �藍 ��匿 ��������撃 �浮 �軍 �軍 �頭 

卑・、 司 �� �⊂） �CO �l∫つ �喝 �の �N � �N �uつ �ト■ �の �lD �N �寸 �の �N �tヽ→ � �N �M �tr �l∫つ �寸 �璧 �聖 �聖 �璧 �聖 

⊂〉 £ヽ　Z 留 ��lJつ h �N h �M D■ �寸 P＿t �く8 ∪つ 恥 �（D h �ト一 丸 �P→ �h �N P一 �N h �N P一 �V h �lの h �t∫） h �の h �く‘） h �t、 D＿t �N P一 �M P． �M P． �田 山 �く⊂〉 h �トー P一 �1 �1 �l �1 �1 

覇 王 �ゴヨ 国 � � � � � � � � � �寸 N O � � � � � � � � � � � � � � �醤 �醤 �誕 �毒 �纂 

国 望 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �．⊥．ュ －TT 〉く ∽ �．土．j ‾「▼ 〉く ∽ �．上．コ 「‾T 〉く ∽ �⊥J ‾「■r 〉く ∽ �上．j 「「r 〉く ∽ 

囲野 覧能 �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 

書　　か �� �⊂⊃ �（：0 �の �喝 �く♪ �N � �N �m �トー �の �lD �N �寸 �ln �N �ト � �N �M �1r �l∫つ �寸 � �ト � �寸 �卜■ 

堺　　能 ��Ⅰ∫） h �N h �M ロー �勺l P．． �（D Lrつ h �（D h �ト＿ h �h �【1■ �N rh �N P■ �N P＿一 �寸 h �uつ む �uつ む �lの h �の h �ト● h �N h �M h �M PJ �田 山 �lD P■ �ト■ ロ＿一 �∽ �h ∽ �ln ∽ �∽ �○ 

（
L
）
瀬
鮮
麗
蜜
瑚
　
寸
腑



郡■ 芸喜 �� � � �空 嘉 �斗U 殴 痙 キU 堵 ・用 意 悪 � � � �≡ 亡 ・汚 ヽ／ J ・♂ 妄 宝コ �椙∈ 音 容 冨 ：ピ 皆 歪 �藁 �墨 �聖： 皆 駆 固－ � � � � � � �斗U 敬 痙 叫 哨 十6 西 嶺 � � � �空 潔 �蜜■ 墓 �モ： 潔 �モ： 煩く �蜜 嘉 �と 威 

選 ��王女 噌 �虫 ‡喝 �蝕 増 �激 増 �激 増 �激 増 �放 く喝 �蛍 咄 �激 増 �蝕 咄 �駄 噂 �蝕 1璃 �激 増 �駄 咽 �上敷 増 �彗 �激 増 �蝕 1回 �激 増 �激 増 �激 増 �鹿 噌 �激 増 �汝 噌 �鹿 咄 �蝕 ‡句 �漁 咄 �蝕 噌 �駄 噌 

11 垂 ��宴 �宴 �観 麗 �塩 竃 �観 �嶺 滋 �魔 �閻 母 �慰 �嶺 �湖 蒐 �領 �髄 �爆 �宴 �軸 麗 �宴 �慰 �愚 麿 �苺 �嶺 �豊 �宴 �宴 �墓 �宴 �宴 �宴 �樹 母 

拓 せ】 �聴 ・匿 �攣 J 巧 上皇 ’ql ＼ ト■ 芦 の lJ �t芸 濃 罫 ＼ の ＞→ U uつ ト二 �屯 琶 、、 卜● ＞・ ul ト �‡Ⅱ 昼 、、 卜 ＞→ l∫つ 卜二 �琶 ＼ の ＞→ lJ） 卜： �囁琶 ト 富ま ミ七 ㌢S uつ＞一 山ヨ �母 くD ＼ の 賢 の ト �寧 塙 ユよ や ＼ uつ 賢 の 卜： �定 職 冨 く⊂I ＼ m 芦 の �寧 J l々 1よ ヽ寸l 、、 uつ 芦 1ハ トこ �畳 く‘） ＼ くCl 戸 uつ �定 職 穿 く。 ＼ uつ 芦 m N �安 聴 罫 の ＼ uつ 崇 lr〉 �常 世 残 土よ 寸 、、 uつ 賢 U） �牽 く0 、ヽ ト● 臣 の ト二 �‡ロ 昼 、、 の ＞→ Uつ トこ �罵 濱 の 、 の ＞→ の N �檻 ≡野 の 、ヽ ト・ ＞→ uつ N �‡Ⅲ 上宝 、、 の ＞→ U U） �・Ⅲ 琶 、、 （X） ＞→ 0 m �手芸 曝 督 N 、、 1dl ＞→ lJ） N �皿 塔 、ヽ の ＞一 口 の �定 瞥 ‘寸l 、、 M 芦 l∫） 卜： �皿 喋 ＼ トー ＞→ lJ） ト二 �皿 尾 、ヽ ト■ 〉→ の 卜こ �皿 昼 、ヽ ト● ＞■ ln ト二 �」コ 尾 、、 トー ＞→ ul トー �皿 琶 、、 トー ＞→ Ln 卜二 �皿 喋 、、 トー ＞→ ln 卜二 

層 式 �攣 馬 上よ 寸 ＼ 卜 芦 の 卜二 �琶 豊 臣 ＼ 〇〇 ＞→ U の 卜二 �皿 昼 、、 卜・ ＞→ ul ト �‡Ⅱ 琶 、、 ト ＞→ ∽ トニ �宣 ＼ の ＞→ uつ 卜二 �嘩 嘉主 寸・k 品聖 喜賀 �愛 唱 N ＼ ql 芦 の ト： �安 穏 罫 00 ＼ ln 賢 uつ �安 穏 穿 くD ＼ ln 賢 uつ �定 職 謬 ■勺■ ＼ uつ 戸 lの �愛 ∈貰 、・、 2 1の �琵≡ ヽ、 卜＝ 空 く⊃ �望 聴 罫 の ＼ uつ 芦 l∫つ �窯 聴 罫 の 、ヽ l∫） 戸 の �璧 くCl 、、 トー 巨 1∫〉 卜二 �皿 尾 、ヽ ∞ ＞→ lq 卜 �餌 潔 の 、■、 の ＞→ の N �伍 長 N ＼ ト ＞→ Uつ �‡仁 尾 ＼ ∽ ＞→ U uつ �‡Ⅲ l茎 、ヽ の ＞→ U l√〉 �堵 上玉 督 N ＼ 寸 ＞→ ln N �‡Ⅲ 昼 、、 の ＞一 日 の �安 督 ∀ 、、 M 臣 の 卜二 �」【Ⅱ 尽 ■、ヽ ト ＞→ uつ ト二 �正l 堅 、ヽ ト ＞→ uつ トニ �皿 昼 ヽ、 ト・ ＞っ ln ト二 �・虹 尽 ＼ トー ＞→ lJ） 卜： �皿 琶 ＼ 卜， ＞」 l∫） ト： �Jlコ 琶 、、 ト■ ＞→ lJつ ト 

置 蜜 Q 封 胃 �但 檻 �1ト 十、 �讃 �責 t≦ �讃 � �蓋 e ヨ≦ 華 安 善§ �東 嶺 �童 感 � � � � �八 七、 ／－ ヽ e ゴヨ 肇 �慈 感 専 一ト 姦誉 ロ肇 � �遷 せ】 ・Ⅲ �蛋 去忘 �痘 冨 潤 � � � �1ト 十、 �唱 ヨ≦ 野 謹 � � � � �超 能 周 蓮 � 

tE 式 �式 ‘八 七、 ′ l 書芸 ぜ1ト 1ト毒 す、【璽 � �蓑蓋 馳 D 東 上玉置 �責 苦 l 普 収 穫 � �壊…4ロ l穫 頚J 昭電 穫忘 郎ロ 樺へ ロ 老 舗宏一 �責 怒 �黄 塵 l 肇 亜 樟 祁 穫 �羽 嘲 l匡 �明 宝 �幕 空 ベ ベ �鞄 空 ベ ベ �妄壷 ■ヽE己 彗毒蓋 懲悪望 nn蔓 �‘八 七、 ′ e 撃 等 �喋 ．⊂ヽ 昏 東 遅 匡Ⅰ l 範 嘩 �ロ昏ミ 駿 東憎鋸菱 莞芸苧宗 �nモ 責安 芸蓋 祁口 授へ �七、 黄 道… l 収 穫 責 罫＝、 発けく � � � � �染 啓・ 亜 穫 茎 口 々ヽ D i蓋 匡Ⅰ � � � � � � 

ミヨ 範 ��添 増 さ 豊 ⊂Ⅰ �ト 等 ？ 竃 増 �甘 匡 † 範 嘩 �ト 堅 さ 範 層 � �寸 、・、 絵 増 �忘 堅 さ 量 曝 �最 肇 �竪 �騒 �添 増 �量 豊 口 �第 度 □ �最 澄 ロ �量 嘩 �量 世塁 �董 世塁 �騒 客 さ 量 廻 �ドー 堅 さ 壱墓 嘲 �令 韓 J 相 賀 �最 悪 ロ �最 嘲 �論 嘩 �最 嘩 ！ 憩 】コ �N 、、 量 増 �堅 さ 悪 口 �読 廻 �範 堪 �竃 増 さ 受 口 

塵 �穫 莱 � �∧ S V �∧ �∧ N ni V �讐 � �⊂） 也 �トー � �雪 � � � � �F 豆 � � � �寸 也 �の d �軍 の �lr〉 也 �∧ S V �U） 由 �讐 �守 寸 �∧ N V �N �違 

M N ��⊂） d V ���⊂〉 【づ ���hi ��F N �⊂〉 ld �u■） 【づ �讐 ��の �軍 �くり 

TR 彗琵 （詳 ）彗 ′く∧ E JまV 圏 悪 �� ����� ���　　　） ��　　　　） �〉 � � ��N � �N 

燃 せ萱 �寸 虫 �q 寸 �O rづ �⊂） 虚 �N ・疇； �⊂） 洩 �l �くつ 或 �l �l �l �l �l �霊 �○ 邑 �tr d �く0 、立 �雪 �q ヽQl �卜 N �I �早 く8 �宣 �⊂） N �寸 立 �l �寸 由 �（．0 也 �軍 ‘寸 

建ま ロ �l �l �l �l �q ト �l �t �l �l �l �t �l �l �N 立 �l �I �l �I �l �く0 F5 �uつ �l �l �⊂〉 色 �l �⊂〉 邑 �l �l �N 営 

渾 琵 ��弓 �嘗 �濱 �∃ � �嘗 �恐 琵 �恵 望 � � �墨 �藁 �覇 �宙 �日 �嘩 �肇 �目 �嘗 �無 常 �抱 �閤 �目 等 肇 �聞 �周 �嘗 �登 �僅 �渾 

轟 ��乾 監 刃 �莱 醤 �策 定 �籍 挙 �国 �架 空 �柴 匿 �栗 厨 �毒 �ヰぺ 璧 �墨笥 �墨笥 �粟 島 －H �岩 島 11 �範 患 11 �米 窪 �荒 壁 �栗 匿 �輩 運 �柴 攣 �託 宣 �東 軍 �岩 壁 �袈 軍 �栗 智 �認 讃 �監 運 �範 ぜ �皐 軍 

h 1d ��聖 l �璧 1 �璧 �璧 l �豊 l �璧 �璧 1 �璧 1 �轄 �悪 1 �璧 1 �璧 1 �聖 �璧 �璧 1 �轄 �聖 �璧 �聖 l �璧 l �轄 l �聖 1 �聖 1 �璧 t �聖 l �璧 1 �聖 1 �聖 】 �轄 l 

エヽ　2： 留 ����1 ���t ���1 ����1 �t ��1 �l �1 

笥 ヨ �望 匡⊇ �醤 �憲 �露 �醤 �遥 �国 啓 �靂 �醤 �堅 和 田 憂 慮 �国 佃 周 密 学ヨ �堅塁 伽 屑 蜜 望 �固 く旧 ．田 密 雲∃ �医書 如 何 密 肇 �頃 餌 周 密 望 �国 側 ．回 密 事望 �匡等 価 屈 密 督 �国 側 」田 奈 望 �区さ 佃 J田 蜜 詔 �琶三 郎 周 密 頸 �国 的 ．回 定 額 �冠 �義 �一日 硝 �冠 �詔 �冠 �冠 �義 �詔 

鞄 〕ヨ �各 〉く ∽ �昔・ 〉く ∽ �甘 〉く ∽ �昔・ 拐 �†匡 〉く ∽ �腫 〉く ∽ �樫 〉く ○つ �樫 〉く ∽ � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 

露か 撃；拍 �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 

・－　　　　■ ��M �M ∽ � �N ∽ �’寸 ∽ �uつ �ln Cl �lO N O �N �N N O �く‘） �M �卜■ �の N �M N Cl �寸 �の �の N �N ⊂〉 �q〇 ∽ �の ⊂〉 �トー N ⊂〉 �M 【／） �N Cl �くわ Cl �Cl �ト● く／つ �ln N ⊂） �⊂〉 

牒　　髄 ��○ ��∽ ���⊂I ���⊂〉 ��C〉 �⊂〉 �⊂〉 �Cl ��⊂〉 �○ �Cl 

（
N
）
　
堀
腸
慮
蜜
哨
　
的
場



表6　遺物観察表（金属製品）（3）

実況I 番号 �挿国 番号 �出土地点 ��取り上げNO． �種　別 �器　種 �法虫km）、（）は役元値、 　く＞は現存値 ���部位 �備考 

位置 �層位 ����長さ �幅 �厚さ 

P8 � � � �P8 �金属 �装飾品 �5 �4．7 �0．2 � �青銅、文様有り 

P12 � � � �P12 �金属 �煙管 �3．9 �12 �0．15 �雁首 � 

P13 � � � �P13 �金属 �煙管 �4．9 �1．2 �0．15 �雁首 � 

P53 � � � �P53 �金属 �煙管 �5．8 �1．0 �0．15 �火皿、雁首、 羅宇 � 

P70 � � � �P70 �金属 �銭 �2．5 �0．6 �0．15 �寛永通宝 �法盟は外径、穿径、厚さ 

SlO � �SX南 �礫層 �一括 �金属 �装飾品 �43 �1．4 �3．5 � �青銅、文様有り 

020 � � �造物包含層 �一括 �金属 �銭 �－ �－ �0．15 �蒐永通宝 �「通」の部分。法虫は外径、穿径、厚さ 

59 � � �表土 �一括 �金属 �碇 �＜8．8＞ �0．5 �0月 � � 

表7　遺物観察表（石製品）（4）

実測 番号 �挿図 番号 �出土地点 ��取り上げNO． �種　別 �線種 �法引如）、（）は復元値、 　く＞は現存債 ����備考 

位置 �層位 ����長さ �幅 �厚さ �玉虫牒d 

P59 � � � �P59 �石製晶 �石像 �＜24．5＞ �＜15．4＞ �10．2 �4．0 �角部分のみ残存 

P60 � � � �P60 �石製品 �砥石 �く8．6＞ �3．5 �Z3 �93．5g �端部欠損。直方体の砥石の四面が使用され ている。石材は凝灰岩。 

P50 � � � �P50 �石製品 �砥石 �11．1 �6．7 �42 �423．7g �中央に凹面の研磨面。側面に凸面の研磨面 有り。全体に被熟による黒色化が認められ る。石材は安山岩。 

P73 � � � �P73 �石製晶 �すり鉢 �＜12．8× 10．4＞ �＜11．1× 8．7＞ �16．7 �1．9 �円形か方形か三足か四足か不明 

P75 � � � �P75 �石製品 �挽白の 上白 �32．6（推 定直径） �－ �9．8（高さ） �3．0 �1／6残存。 

P76 � � � �P76 �石製晶 �挽臼の 上白 �37．0 （直径） �ー �14．2（高さ） �13．2 �1／2残存。 

P50 � � � �P50 �石製晶 �加工品 �35．4 （直径） �－ �20．7（高さ） � �台、礎石、石臼未製品？ 
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4．礫検出状況（上層）（南から）
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6．調査区最北部西弓ヒ壁土層断面（南東から）

7．サブトレンチ1北壁土層断面

9．サブトレンチ3西壁土層断面

11．サブトレンチ4西壁土層断面

12．サブトレンチ4東壁土層断面

8．サブトレンチ1東壁土層断面

13．サブトレンチ4北壁土層断面
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14．サブトレンチ7

15．サブトレンチ7

17．サブトレンチ9北壁土層断面

19．サブトレンチ12両壁土層断面

21．調査区最南側南壁土層断面

16．サブトレンチ9西壁土層断面

18．サブトレンチ12東壁土層断面

20．調査区最南側東壁土層断面
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23．サブトレンチ1東壁　縄文土器出土状況　　　24．陶磁器出土状況

27．すり鉢出土状況

29．石臼出土状況

26．煙管出土状況

28．砥石出土状況

30．石臼出土状況（断面）
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32．石臼と加工礫出土状況（西壁断面）

33．石造物片（右上）と加工礫出土状況（北から）34．石造物片と加工礫出土状況（西壁断面）

35．石造物片と砥石出土状況（西壁断面） 36．測量風景

38．作業風景
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